


















博 士 (文 学)
論 文 博 第 322 号
平 成 9 年 3 月 24日
学 位 規 則 第 4 条 第 2 項 該 当
明朝専制支配の史的構造
(主 査)
論文調査委員 教 授 砺 波 護 教 授 永 田 英 正 教 授 夫 馬 進
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は,論者が修士論文を補訂して発表した ｢明王朝成立期の軌跡｣以来,20年近くにわたり学術誌
に掲載して学界に反響をまきおこしてきた論考13篤を,主題のもとに四部構成に仕立て直し,新たに書き














































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,論者が長年にわたって学術誌に発表し,学界に大きな影響を与えてきた13篇の論考を,政治
･社会 ･思想 ･原理を内容とする四部に分属させて纏めあげ,新たに序説を書き下ろすとともに,附編と






































程を,元来の江南士大夫社会の中で位置づけたのが第一章 ｢義門都民と元来の社会｣と第二章 ｢元 ･明交
替の理念と現実一義門鄭氏を手掛かりとして-｣であり,その家訓 『都民規範』などを題材にして,かれ
らの郷村での具体的行動のありようを分析したのが,第三章｢『鄭氏規範』の世界一明朝権力と富民層-｣
である｡
義門鄭氏の居住地浦江県は漸東にあり,都民の家訓や行動は,朱子学の正統を継承する新東学派の思想
にもとづく｡漸東学派が明初の政権に参与し,諸政策に影響を与えたにもかかわらず,最後には国家の側
の政治>で,特に折衷学派の領袖である方孝稀の思想を分析することで,宋元埠の推進した専制主義と儒
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教理念との関連を問い,あわせて明初という時代の歴史的特質の解明に迫っている｡ 第-章 ｢方孝塙の政
治思想一明初の理想的君主観-｣と第二草 ｢方孝確の理想的国家観一前近代中国の連帯の位相-｣につづ
く第三章 ｢明初建文朝の歴史的位置｣では,未元嘩治下の洪武朝で斥けられていた漸東学派が,方孝編の
主導する建文朝のもとで復権し,理想的な政策を推進したこと,しかし建文帝政権が永楽帝の纂奪により
短期間で崩壊 したため,漸東学派の理念が現実社会で実効を生み出すまでには至らず,逆に永楽帝は即位
後に新東学派を弾圧し,宋元埠の方針を継承して専制主義を一層強化していく様相を説得的に論じている｡
漸東学派の思想と対鋲的な位置にあるかに見える宋元埠の政策も,実は儒教の論理から逸脱したもので
はなく,儒教の理念を重視したのが折江学派であるのに対し,理念の実現のために皇帝権の強化を図った
のが宋元埠であるとして,明朝専制国家の成立の経緯をイデオロギーの面から論証しようとするのが,3
章からなる第四部<明朝専制支配のイデオロギー的構造>である｡ 第一章 ｢明代南北巻の思想的背景一地
域性超克の論理-｣と第二章 ｢明朝専制国家と儒教的家族国家観一尾形勇氏の所論によせて-｣につづく
終章 ｢中国専制国家と儒教イデオロギーー ｢士｣身分の変遷を通して-｣で,儒教イデオロギーのもつ理
念と現実という二面性を国家と社会の問題として捉え直し,もともと社会的身分秩序であった ｢士｣身分
が古代 ･中世 ･近世と時間的推移をたどる中で,いかにして国家的政治的身分-と転換していったかを跡
づけた｡中国社会に特徴的なことは,国家と社会とが常にイデオロギーを媒介として接合していることで
あり,その最終局面に成立した明朝専制国家は,理念通りに機能しなかった中国社会の体制的帰結であり,
いわば儒教イデオロギーの逆説的投影であったというのが,本論文の結論である｡
これまで明代前期の政治史は,初代の洪武帝と第三代の永楽帝の治世に関して論説されることはあって
ち,短期政権であった第二代の建文帝政権については等閑視されてきた｡その建文朝の政権ブレーンであ
った方孝確について,堅実な論証にもとづいて書かれた諸章だけでも,独創的な本論文の価値は高い｡な
お論者は,本論文の公刊に先立ち,評伝 『明の太祖宋元嘩』(1994年,自帝社刊)を上梓して,本論文で
展開した観点を簡明に披涯している｡
以上,審査 したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡
1997年1月24日調査委員3名が試験を行った結果,合格と認めた｡
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